
◆
勝
川 

来
年
度
か
ら
の
国
保

の
都
道
府
県
単
位
化
で
、
掛
川
市

の
国
保
税
の
見
込
み
は
。 

 

◇
市
長 

広
域
化
後
は
県
が
医

療
費
を
推
計
し
標
準
保
険
税
率
を

示
し
、
こ
れ
を
参
考
に
市
が
独
自

に
税
率
を
決
め
る
が
県
の
試
算
が

ま
だ
で
て
い
な
い
。 

        

◆
勝
川 

国
民
健
康
保
険
は
国

民
の
命
と
健
康
を
守
る
、
国
民

健
康
保
険
法
に
準
拠
し
た
社
会

保
障
制
度
だ
と
考
え
る
が
。 

 

◇
市
長 

国
民
健
康
保
険
は
相

互
扶
助
で
医
療
保
険
制
度
の
基

盤
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た

が
、
年
金
受
給
者
・
非
正
規
雇
用

者
の
増
加
で
国
保
財
政
は
大
変

厳
し
い
状
況
だ
。 

  

国
民
健
康
保
険
は
社
会

保
障
制
度
で
は
な
い
の
か 

    
 
 

掛
川
市
議
会 

日
本
共
産
党
だ
よ
り 

 

2017.11.14 
第 2 号 

国
保
の
滞
納
の
実
態
は 
    

 
 

制
度
改
変
に
伴
う
国
保

税
の
今
後
の
見
込
み
は 

   
 
 

◇
市
長 

平
成
２
８
年
度
末
の

滞
納
金
額
は
約
６
億
円
。
同
規

模
の
他
市
と
比
べ
て
も
少
な
く
、

減
少
傾
向
で
あ
る
。
滞
納
の
理

由
は
生
活
困
窮
や
納
税
意
識
の

低
い
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。 

        

滞
納
者
の
実
態
把
握
は 

   
 
 

◆
勝
川 

滞
納
者
は
１
０
割
負

担
に
な
る
、
資
格
証
明
書
・
短
期

保
険
証
が
交
付
さ
れ
る
が
、
こ

の
実
態
は
。 

 

◇
市
長 
資
格
証
明
書
・
短
期

保
険
証
の
交
付
は
税
負
担
の
公

平
化
、
納
税
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
滞
納
者
の
実

情
を
把
握
す
る
手
段
と
考
え
る
。 

 

◆
勝
川 

滞
納
を
生
活
困
窮
の

シ
グ
ナ
ル
と
捉
え
、
税
収
・
債
務

整
理
も
扱
う
窓
口
を
設
け
、
必

要
な
生
活
再
建
の
上
で
納
税
を

促
す
と
い
う
の
は
い
か
が
か
。 

 

◇
市
長 

身
近
な
と
こ
ろ
で
相

談
に
の
る
こ
と
も
必
要
か
な
と

思
い
ま
す
の
で
、
少
し
検
討
し

て
い
き
た
い
。 

        

差
し
押
さ
え
の
実
態
は 

    
 
 

◆
勝
川 

収
納
率
の
向
上
の
取

り
組
み
で
差
し
押
さ
え
が
増
加
し

て
い
る
が
、
こ
の
実
態
は
。 

 

◇
総
務
部
長 

平
成
２
８
年
度

国
保
税
の
差
し
押
さ
え
は
４
９

５
件
・
６
６
０
０
万
円
で
す
。 

      

◆
勝
川 

子
ど
も
の
人
数
が
ふ

え
る
と
税
額
が
上
が
る
人
頭

割
、
持
ち
家
の
資
産
割
な
ど
は

他
の
社
会
保
障
制
度
に
は
な

い
。
差
し
押
さ
え
に
は
細
心
の

注
意
が
必
要
で
は
。 

 

◇
総
務
部
長 

市
で
も
納
税
相

談
を
す
る
中
で
差
し
押
さ
え
に

よ
り
生
活
が
さ
ら
に
困
窮
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。 
    

国
保
税
の
今
以
上
の
負

担
増
は
や
め
て 

    
 
 

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

の
計
画
・目
標
は 

    
 
 

◆
勝
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生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ

と
洋
式
ト
イ
レ
で
育
っ
た
子
ど

も
が
入
学
し
て
い
ま
す
。
学
校
ト

イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
、
現
状

と
改
善
計
画
・
数
値
目
標
は
。 

 

◇
教
育
長 

洋
式
便
器
設
置
率

は
４
３
％
で
、
洋
式
ト
イ
レ
が

な
い
学
校
は
な
い
。
こ
れ
ま
で

は
数
値
目
標
を
持
っ
て
な
か
っ

た
が
、
要
望
を
把
握
し
数
値
目

標
の
設
定
を
含
め
た
改
善
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。 

 

◆
勝
川 

学
校
は
広
域
避
難

所
、
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の

機
能
も
あ
り
ま
す
。
外
ト
イ
レ
、

体
育
館
ト
イ
レ
の
洋
式
化
・
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
計
画
は
。 

 

◇
教
育
長 

多
く
の
学
校
が
広

域
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
災
害
対
応
の
た
め
に
も
外

ト
イ
レ
、
体
育
館
ト
イ
レ
の
洋

式
化
の
計
画
も
立
て
て
い
く
。 

    

国
の
基
準

に
あ
る
学

習
に
望
ま

し
い
条
件

を
守
って 

    
 
 

◆
勝
川 

学
校
環
境
衛
生
基
準

の
中
で
、
児
童
・
生
徒
に
負
担
を

か
け
な
い
、
学
習
に
望
ま
し
い

条
件
は
冬
期
で
１
８
度
～
２
０

度
、
夏
期
で
２
５
度
～
２
８
度

と
明
記
が
あ
る
。
エ
ア
コ
ン
が

な
い
中
、
こ
の
基
準
を
守
る
の

は
大
変
で
は
。 

 

◇
教
育
長 

現
状
で
は
教
室
の

温
度
の
確
認
方
法
は
一
定
で
は

な
く
、
記
録
も
と
っ
て
い
な
い
。

今
後
は
丁
寧
な
記
録
も
と
っ
て

子
ど
も
へ
の
対
応
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

   

エ
ア
コ
ン
設
置
の
計
画
は 

    
 
 

◆
勝
川 

今
の
と
こ
ろ
教
室
内

の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
計
画
が
な

い
の
で
す
ね
。 

 

◇
教
育
長 

計
画
に
つ
い
て
は

ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。 

   

◆
勝
川 

軽
減
処
置
を
行
っ
て

い
る
の
に
国
保
の
滞
納
が
多
く
発

生
す
る
実
態
・
理
由
は 

        

◆
勝
川 

福
祉
制
度
と
し
て
国

保
税
は
市
民
へ
こ
れ
以
上
の
負

担
増
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
る
。
い
か
が
か
。 

 

◇
市
長 

医
療
費
の
抑
制
に
努

め
る
と
と
も
に
、
収
納
率
の
向

上
を
目
指
し
、
適
正
な
国
保
事

業
の
運
営
で
市
民
の
負
担
が
大

き
く
な
ら
な
い
よ
う
努
め
る
。 

 
◆
勝
川 

来
年
度
以
降
も
現
在

の
運
用
を
守
り
、
必
要
な
予
算

処
置
を
継
続
し
て
下
さ
い
。 

 

◇
市
長 

極
端
に
税
率
が
上
が

る
こ
と
が
な
い
よ
う
対
応
は
し

っ
か
り
し
て
い
く
。
国
保
の
問

題
は
国
が
あ
る
意
味
責
任
を
持

っ
て
対
応
す
る
べ
き
な
の
で
、

国
保
税
の
基
盤
整
備
の
支
援
処

置
を
、
引
き
続
き
強
く
国
等
に

訴
え
て
い
き
た
い
。 

 

◆
勝
川 

市
民
が
困
ら
な
い
よ

う
に
市
は
あ
り
ま
す
。
温
か
い

市
政
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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命と健康 
を守る福祉 
制度としての 
国民健康 
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の環境整備  
洋式トイレ 
エアコン 
 

掛川市の学校トイレの状況 
  （2017年 9月現在） 
 
☆洋式化率ベスト 3 
  ①原田小 84％ 
  ②中央小 82％ 
  ③第二小 81％ 
 
☆洋式化率ワースト 3 
  ①千浜小 20％ 
  ②第一小 25％ 
  ③城北小 27％ 
 
 


